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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で小幅に下落となりました。前週から引き続き
5日続落し、22日（火）におよそ3か月半ぶりの安
値をつけました。週央から週末にかけては、米株
高や外国為替市場の影響を受け、一進一退の展開
となりました。（週末引け値：19,452.61円）

 週間では、日経平均株価は0.09％の下落、東証株
価指数は0.02％の下落でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年8月21日～8月25日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比
で小幅に低下となりました。日銀が実施した国債買
い入れオペや財務省実施の流動性供給入札の結果等
を受けて一進一退の展開となりました。週末は国内
銀行からの買いが相場を押し上げ、およそ４カ月ぶ
りの低水準で取引を終えました（価格は上昇）。
（週末引け値：0.019％）

 週間では、0.014％の下落となりました。

（審査確認番号H29-TB226）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で小
幅に上昇となりました。週前半は、ジャクソンホー
ル（カンザスシティー連銀主催の経済シンポジウ
ム）での会合を控えて動意に乏しい展開となりまし
た。週央は、トランプ米大統領の政府閉鎖（政府機
関の業務停止）についての言及が税制改革に影響を
及ぼす可能性が懸念され下落したものの、週末は、
ジャクソンホールでの会合を無事に通過したことを
受け、前日比で上昇しました。（週末引け値：
21,813.67ドル）

 週間ではNYダウは0.64％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、前週末比で概ね横ばいと
なりました。週初は、北朝鮮の挑発行動リスクを避
けようとする投資家の円買い米ドル売りが優勢とな
りました。ジャクソンホールでの会合を無事に通過
したことや北朝鮮情勢を受けた先行き不安から、週
を通じて一進一退の展開となりました。（週末引け
値：109円35銭～45銭）

 週間では米ドル/円は0.16％の円安、ユーロ/円は
1.55％の円安となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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